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【要  旨】  
ERCP の最も多い偶発症に膵炎 (PEP)があり、 PEP 予防目的でガベキサートメシ
ル酸塩（ GM）が投与されてきた。近年、ナファモスタットメシル酸塩（ NM）が
開発されたが、保険収載内の低用量の NM の予防効果については、不明な点が少
なくない．今回、 PEP 発生頻度の高い治療的 ERCP における低用量の NM の PEP
予防効果を GM と対比検討することを目的とした。治療的  ERCP166 例を対象と
し、NM群は 86例、GM群は 80例であった。ERCP開始 1時間前より NM20mgか GM200mg
を投与した。評価項目は、PEP の発症率、血清アミラーゼ（ AMY）値、血清リパ
ーゼ（ LIP）値の経時的変化および高膵酵素血症の出現率について比較検討した。
PEP の発症率は、 NM 群 5.8%(5/86)、 GM 群 6.3%（ 5/80）で、血清 AMY 値、 LIP
値の経時的変化および高膵酵素血症の出現率についても両群間に有意差は認め
られなかった。今回の検討により治療的  ERCP を対象とした低用量の NM 投与は
GM と同等の PEP 予防効果があることが示された。ERCP における蛋白分解酵素阻
害剤の選択の幅が広がることは、臨床的に有用なデータであると考えられた。                                    
 
